
 

 

 

 

  
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 マイスター・ハイスクール普及促進事業「北の専門高校 ONE-TEAMプロジェクト」 

本通信の第６号（R7.12.24発行）において、道教委の附属機関である第 29 期北海道産業教育審議会による建議
「本道産業の担い手育成に資する産業教育の在り方に関する調査」（R7.11.25）について紹介しました。そこで本
号では、各学校において建議で示された提言を実現するに当たって、参考となる先進的な取組について紹介します。 

ONE-TEAM News 

 

 

北海道教育庁学校教育局高校教育課キャリア教育指導係 

 

令和８年（2026年） 

第８号 
１月 27日 

 

高校と産業界が「一緒に人を育てていく」という意識醸成の工夫 
  建議では、高校と産業界の連携において大切となる点について、次の３点が示されています。 

例１ 企業に礼状や感謝状を送付して、生徒の変容や感謝の思いを伝える（札幌工業高校） 

企業にとっては、インターンシップや現場見学会などの連携した取組によって、生徒にどのような変容が見られたのか
を知ることで、今後の連携の在り方の参考にすることができるほか、担当者のモチベーション向上にもつながります。 
札幌工業高校では、インターンシップにおける事後指導の一つとして、生徒が自分の言葉で礼状を作成し、それぞれの

受入れ企業に送付しています。また、一般社団法人札幌建設業協会と緊密に連携して、生徒や保護者を対象とした現場見
学会を実施しており、協力いただいた企業等に対しては、校長から感謝状を贈呈しているほか、人材育成に関する意見交
換を定期的に行っています。  
 

＜生徒の気持ちが込められた手書きの礼状＞      ＜校長（中央）から協力企業に感謝状を贈呈＞ 

例２ 学校と地域が協働できる体制を構築する（名寄高校） 

 学校と地域の産業界等が人材育成の理念を共有し、コンソーシアムのような体制を構築することは、連携した取組が継
続しやすく、持続可能な産学連携につながります。 

＜名高応援団チラシ＞   ＜名寄市の加藤市長（中央）をはじめとした関係者による結団式＞  

  【高校と産業界の連携において大切となる点】 
◆ 顔の見える関係づくりが大切であり、各学校はコミュニケーションと協働関係の構築に努めること。 
◆ 出前授業や現場見学などの実施に当たっては、企業と一体となって事前・事後指導を行うなど、高校 

と企業が「一緒に人を育てていく」という意識で、連携を進めるよう努めること。 
◆ 学校は、生徒の変容を企業に伝えたり、アンケートや感想文、成績の向上や「実習」におけるスキル 

向上の程度を共有したりするなど、企業の方が教育実践に携わっていると実感できるよう努めること。 

◎ 専門高校と企業が「一緒に人を育てている」といった意識の下で連携し、人材育成に取り組んでいる好事例 

【出典】一般社団法人札幌建設業協会ウェブサイト 

【出典】名寄商工会議所ウェブサイト 

【出典】大平洋建業株式会社（札幌市）Instagram 

名寄高校では、令和７年 10 月、名寄商工会議所と連携し、学校を支える仕組みを地域
社会全体でつくることなどを目的に、パートナーシップ組織「名高（めいこう）応援団」
を設立しました。事務局業務を学校と商工会議所で分担し、校内で作成した「名寄髙新
聞」を団員にメール配信するなどして情報を発信しつつ、団員の確保に努め、授業・探
究・部活動などに参画していただける幅広い人材や資金の確保を進めています。 
 
 

＜入団申請フォーム＞ 



 

 

 

 

 

 

 

＜企業の方による丁寧な指導＞             ＜報告会での質疑応答＞ 

インターンシップの実施に当たっては、学校と企業が協力して、事前・事後指導に取り組むことが効果的です。 
札幌琴似工業高校では、校内で開催するインターンシップ報告会に、協力いただいた企業の方を招待しています。報告

会に参加した企業の方は、受入れ生徒が自社の加工装置について説明する姿や質問に回答する姿を目にすることで、生徒
の成長を感じるなど、人材育成に携わっているといった意識が醸成されています。 

【出典】株式会社札幌ゴムウェブサイト 

小学科における特色ある学習内容を見える化する工夫 
  建議では、専門高校は、先端技術に触れることができるなどの学びの魅力に加え、学科ごとの特色ある実習
等を見える化することが大切であると示されています。 

ここでは、専門高校が、学科ごとの特色ある学習内容を効果的に発信している好事例を紹介しますので、各
学校の魅力発信における参考にしてください。 

例３ インターンシップ報告会に受入れ企業の関係者を招待する（札幌琴似工業高校） 

例１ Instagramアカウントを小学科単位で作成・運用する（岩見沢農業高校） 

 岩見沢農業高校では、Instagram のアカウントを小学科単位で作成・運用し、魅力発信に取り組んでいます。 
畜産科学科のアカウントでは、恵庭市の愛犬倶楽部から犬を譲渡いただき、愛玩動物の飼育や法令について学ぶ様子な

ど、写真や動画を数多く掲載しており、中学生やその保護者に対して、学習内容を見える化しています。 

＜畜産科学科のアカウント＞     ＜食品科学科のアカウント＞     ＜森林科学科のアカウント＞ 

例２ noteのマガジンを小学科単位で作成・運用する（函館工業高校） 

 函館工業高校では、note のマガジンを小学科単位で作成・運用し、魅力発信に取り組んでいます。 
建築科のマガジンでは、一般社団法人北海道建設業協会と一般社団法人函館建設業協会に協力いただき、高校生が講師

を務めて開催した「冬休み親子ものづくり教室」の様子、電子機械科のマガジンでは、電気自動車の分解・組立てなどを
行う出前授業の様子など、特色ある教育活動を多くの写真を用いて紹介しており、中学生やその保護者に対して、学科の
取組を広く発信しています。 

 

＜建築科のマガジン＞               ＜電子機械科のマガジン＞ 


